
様式第五十の二（第４８条第６項関係） 

認定事業適応計画の（中間）実施状況の概要の公表 

（2022 年度） 

１．認定の日付 

令和４年８月５日 

２．認定事業適応事業者の名称

雪印メグミルク株式会社 

３．認定事業適応計画の実施期間

開始時期：令和４年10月 

終了時期：令和７年３月 

４．認定事業適応計画の実施状況 

（１）事業適応計画に係る事業の目標の達成状況 

本計画では、地球温暖化防止や気候変動などの社会課題に対応するため、環境負荷の低

減を重要課題とし、CO2 排出量を 2030 年度 50％（2013 年度比）削減することを目標とし

ている。 

この計画のうち、令和４（2022）年度においては、大樹工場で使用しているボイラ燃料

のC 重油から LNG（液化天然ガス）への転換を実施するとともに、高効率の貫流ボイラへ

の更新を完了し稼働を開始した。 

（２）生産性を相当程度向上させること又はその生産し、若しくは販売する商品若しくは提供

する役務に係る新たな需要を相当程度開拓することを示す目標の達成状況 

令和５（2023）年１月より更新したボイラを稼働開始し、更新前後比で CO2 排出量を 

16.7％削減した。一方で、原材料やエネルギーの高騰などにより営業利益が減少したため 

に付加価値額が低下し、炭素生産性は当初計画（2022 年度）を 13.8％下回る実績となった。 

（３）財務内容の健全性の向上を示す目標の達成状況 

令和４（2022）年度の経常収支比率は 110.9％であった。 

（４）実施した事業適応計画の内容及び適用を受けた支援措置の内容 

令和４（2022）年度において、自己資金（526,400 千円）により、当初計画通りに蒸気

ボイラ、LNG サテライト設備を取得し、2023 年１月より稼働を開始した。また、取得し

た資産に対し、カーボンニュートラルに向けた投資促進税制の適用を受けた。 


